
志摩市における子ども・子育て支援サービスの見込み量（需要量及び確保の方策）の状況について

★達成状況　評価点について　（６段階評価）
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（１）教育・保育施設の量の見込み

１号認定

３歳以上
教育希望

①３歳以上
教育希望

②３歳以上
保育希望

０歳
保育必要

１歳～２歳
保育必要

265人 66人 518人 50人 346人

327人 62人 416人 51人 362人

454人 66人 675人 63人 429人

０人 ０人 ０人 ０人 ０人

454人 66人 675人 63人 429人

189人 ０人 157人 13人 83人

127人 4人 259人 12人 67人

◎計画の達成状況

評価点

◎今後の方針

平成２９年度

達成状況

Ａ

（
提
供
量

）

確
保
方
策

見込量合計（必要利用者定員総数）①

　　　　特定教育・保育施設

　　　　　　地域型保育事業

　　　　　　　　　　　　合計②

　　　　　　　　　　　②－①＝

平成２９年度実績見込の量③

目標を上回って達成

目標をほぼ達成

目標を下回った

目標を大きく下回った

利用がなかった

　1号認定については、事業計画上の見込み量の265人に対し、実績見込み量では327人と62人
上回りましたが、確保方策（提供量）と比較すると余裕のある数となっています。
　2号認定の教育希望については、事業計画上の見込み量66人に対し、実績見込み量では62人
と4人下回りました。また、同じく保育希望については、事業計画上の見込み量518人に対し、実
績見込み量では416人と事業計画見込み量を102人下回りました。
　3号認定については、事業計画上の見込み量（全体）の396人に対し、実績見込み量では413人
と事業計画見込み量を17人上回りましたが、確保方策（提供量）0歳63人、1歳～2歳429人の範
囲内でした。
　結果として、待機児童数はいませんでした。

　今後の確保の方向性として、平成30年度も市内全域で柔軟な需給体制を確保し、待機児童0人を維持
していきます。

過不足
　　　　　　　　　　　②－③＝

２号認定 ３号認定

未実施
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（２）地域子ども・子育て支援事業の量の見込み

①延長保育事業

◎計画の達成状況

評価点

◎今後の方針

②子育て短期支援事業

◎計画の達成状況

評価点

◎今後の方針

５５人

②－③＝ ２０人日

達成状況

E 平成29年度の利用はありませんでした。

平成３０年度も保護者の疾病や仕事等の事由により家庭において養育を受けることが一時的に困難に
なった児童や、経済的な理由等により緊急一時的に保護することが必要な母子家庭の支援として子育て
短期支援事業を実施します。

②確保方策

②－①＝

（人/年） 平成２９年度

１８人

７８人

②－③＝

平成２９年度

２０人日

②確保方策

②－①＝ 0人日

①量の見込み

２０人日

③平成２９年度実
績見込の量

０人日

（人/年）

達成状況

Ａ
延長保育事業については、事業計画上の見込量の１８人に対し、実績見込量では２３人と事業計
画見込量を５人上回りました。

　 確保方策（提供量）と比較すると余裕のある数であり、平成３０年度も共働き家庭の支援として延長保
育事業を実施していきます。

６０人

③平成２９年度実
績見込の量

２３人

①量の見込み



③放課後児童クラブ（放課後児童健全育成事業）

②－③＝ 83人/年

◎計画の達成状況

評価点

◎今後の方針

④地域子育て支援拠点事業

◎計画の達成状況

評価点

０人回

41人

③平成２９年度実
績見込の量

1,301人回

②－③＝ -293人回

②－①＝

地域子育て支援拠点事業については、事業計画上の見込量の１，００８人回に対し、実績見込量
では１，３０１人回と事業計画の見込量を２９３人上回りました。確保方策（提供量）と比較しても上
回る数ではありますが、各支援センターで親子を対象に催しを開催する際には、遊戯室で実施す
るなど場所の確保に努めているところもあるため、受け入れについては今のところ問題はありま
せん。

1,008人回

②確保方策

36人

達成状況

Ａ
計画の見込量の低学年・高学年の合計194人に対し、実績見込量では237人と計画見込量を43
人上回っていますが、確保方策と比較すると余裕のある数になっています。

平成30年4月には、新たに東海放課後児童クラブが東海小学校内に併設されることとなり、全ての学校
区に放課後児童クラブが設置されることになります。平成30年度も保護者が仕事等により昼間家庭にい
ない小学校に就学している児童に対し、児童館等を利用して適切な遊びや生活の場を与え、健全育成を
図るため、放課後児童健全育成事業を実施していきます。

達成状況

Ａ

（人回/年） 平成２９年度

③平成２９年度実績見込の量

196人

320人

平成２９年度

194人

②確保方策

237人

1,008人回

②－①＝ 126人/年

低学年

高学年

①合　　計

①量の見込み

158人

量の見込み
（人/年）



◎今後の方針

⑤一時預かり事業（幼稚園における在園児を対象とした預かり保育）

②－③＝ 27,105人日

◎計画の達成状況

評価点

◎今後の方針

　一時預かり事業（幼稚園における預かり保育以外の一時預かり）

（延べ720人日）

◎計画の達成状況

評価点

確保方策と比較すると余裕があり、平成３０年度においても家庭の事情等により教育標準時間外で利用
を希望される保護者に対して、一時預かり事業を実施していきます。

達成状況

一時預かり事業については、事業計画上の見込み量（1号認定と2号認定合せて）38,610人日に
対し、実績見込み量では、45,045人日と事業計画の見込み量を6,435人日上回りました。

②－③＝ 60人日

Ａ
　一時預かり事業（幼稚園における預かり保育以外の一時預かり）については、事業計画上の見
込量の600人日に対し、実績見込量では1ヶ月平均60人日（延720人）と事業計画見込量を120人
日上回りました。

量の見込み
（人日/年）

平成２９年度

１号認定

③平成２９年度実績見込の量

②－①＝ 33,540人日

（人日/年） 平成２９年度

①量の見込み

２号認定 7,722人日

①合　　計 38,610人日

②確保方策 72,150人日

36,036人日

9,009人日

30,888人日

A

達成状況

60人月③平成２９年度実績見込の量

600人日

780人日

②－①＝ 180人日

  ③　　　　  　　　45,045人日

平成３０年度も浜島、磯部、志摩、わくわくの森において、地域の子育て親子の交流を促進し、子育ての
不安感等を緩和し、子どもの健やかな育ちの支援として子育て支援拠点事業を実施していきます。また、
各子育て支援センター間で情報共有等の連携をしながら、より良いサービスが提供できるように努めてい
きます。

②確保方策



◎今後の方針

⑥病児保育事業

(32人月)

◎計画の達成状況

評価点

◎今後の方針

⑦ファミリー・サポート・センター事業（子育て援助活動支援事業）

◎計画の達成状況

評価点

平成２９年度

達成状況

B
病児保育事業については、事業計画上の見込み量の400人年に対し、実績見込み量では384人
年と事業計画量を若干下回ったものの、おおむね目標を達成したといえます。

確保方策（提供量）と比較すると余裕のある数であり、平成30年度も保護者が就労している場合等にお
いて、子どもが病気で自宅での保育が困難な場合に対応するため、病院で病気の児童を一時的に保育
し、安心して子育てができる環境を整備するために病児保育事業を実施していきます。

達成状況

A
　ファミリー・サポート・センター事業については、事業計画上の見込量の７０人日に対し、実績見
込量では２４人日と事業計画見込量を４６人日下回りました。
　　確保方策と比較すると余裕のある数であります。

70人日

②確保方策 960人年

②－①＝

　平成29年度は、確保方策（提供量）780人に対し720人と定員に近い利用者数であったがまだ少し余裕
もあり、平成30年度も引き続き保育所等を利用していない家庭において、日常生活上の突発的な事情等
により、一時的に家庭での保育が困難となる場合や育児疲れによる保護者の心理的・身体的負担を軽
減するための支援として、一時預かり事業を実施していきます。

70人日

②確保方策

①量の見込み

②－①＝ ０人日

（人日/年）

400人年

（人日/年） 平成２９年度

①量の見込み

576人年

③平成２９年度実
績見込の量

24人日

②－③＝ 46人日

②－③＝

560人年

③平成２９年度実
績見込の量

384人年



◎今後の方針

⑧利用者支援事業（新規）

◎計画の達成状況

評価点

◎今後の方針

⑨妊婦健康診査

（人/年） 平成２９年度

　平成26年度に策定された志摩市子ども・子育て支援事業計画には、新規の事業として利用者支援事業
のことが計画されていますが、この計画を策定した時は子育て支援課で、その後機構改革により平成28
年度から相談係が加わり、新たにこども家庭課としてスタートしました。現在も、子育てに関する情報はこ
ども家庭課で提供しており、また児童虐待や障がい児等の相談に対してもこども家庭課で対応しているこ
とから、新たに経費をかけて事業を実施せず、現在の体制で子育てに関する情報提供等を行っていきま
す。

①量の見込み 250人/年

②確保方策 250人/年

②－①＝ ０人/年

②－③＝ 6人/年

③平成２９年度実
績見込の量

利用者支援事業は未実施です。

達成状況

③平成２９年度実
績見込の量

0か所

②－③＝ 0か所

②確保方策 1か所

　平成30年度も児童の預かりの援助を受けたい保護者と援助を行いたい地域住民との相互援助活動に
関する連絡・調整を図り、地域における育児の相互援助活動を推進するため、ファミリー・サポート・セン
ター事業を実施していきます。

②－①＝ 0か所

F

（箇所/年） 平成２９年度

244人/年

①量の見込み １か所

予算積算時見込数

2018.2.15時点のしおりの発行数：212冊
保健センター：205冊　　　本庁：6冊　　志摩支所：1冊

月平均≒21冊　　3月末までの見込み数：21×1.5≒32冊
見込数＝212+32＝244冊



◎計画の達成状況

評価点

◎今後の方針

⑩乳児家庭全戸訪問事業

◎計画の達成状況

評価点

◎今後の方針

⑪養育支援訪問事業

達成状況

Ｂ
妊婦健康診査については、事業計画上の見込量250人に対し、実績見込量では244人となってお
り、事業計画見込み量を6人下回りましたが、当初見込量に対する達成率は97.6％となっており、
おおむね達成できていると考えます。

妊娠届出は、Ｈ25年256人、Ｈ26年247人、Ｈ27年252人、Ｈ28年212人となっており、ほとんどの人が妊娠
初期に届出ています。今後も、市広報等により妊婦健康診査の必要性について周知し、適正受診を促し
ていきます。

達成状況

Ｂ
乳幼児家庭全戸訪問事業については、事業計画上の見込量240件に対し、実績見込量では229
件となっており、事業計画見込み量を11件下回りましたが、事業実施率は95.4％であり、おおむ
ね達成できていると考えます。

里帰り等により訪問調整が遅れる場合や、年度が変わってからの訪問になる家庭もありますが、今後も
母子の心身の状況や養育環境等の把握及び助言を行い、安心して子育てができるよう乳幼児家庭全戸
訪問事業を実施していきます。

②－③＝ －

③平成２９年度実
績見込の量

229件

②－③＝ 11件

②確保方策 208件

②－①＝ ０件

①量の見込み 208件

③平成２９年度実
績見込の量

－

（延べ件数/年） 平成２９年度

②－①＝ ０件

（延べ件数/年） 平成２９年度

①量の見込み 240件

②確保方策 240件

交付申請時の見込み数

1月末実績：190件
対象数：200件　　　　訪問実施率＝95.0％

2月対象者：21人、３月対象者：20人　　計41人
2～3月訪問見込数訳＝41×95％≒39人
実績見込み数：190+39＝229
訪問実施率見込：229/240＝95.4％



◎計画の達成状況

評価点

◎今後の方針

平成３０年度も引き続き、事業を実施し、必要時に相談助言等の支援を実施します。

達成状況

E 平成２９年度の実績はありませんでした。


